
第2回の定职!〇:と試験怕標抗のとりかえ

第2回目の定期彌？Fと試験卸標杭のとりかえ

西条営林碧管内

ヒノキ収检就験地の新設

〇九州支場

1) 収携試験施行娜および収穫試験地整嚇価に基づいて5ヶ所の固定膩験均の定瞰査お 

よび1ヶ所の折設を行なう〇

2) 収囈試験地資料による受光角と生長との関係解析

5 )各種林分密度表示による収穢試邮の生長解析

〇木皆分場

! 八ヶ岳天然幼令林の保育(間伐)試験址第2恒！中間編査

2.軽井沢カラマツ人工林収裡試験地第5回定顺耆

5,京士里カラマツ人工林収授試蜘第3回定期髀奋

4.ヒノキ間伐鼠:験地節3回訓杏

湯舟沢,中根沢,床並沢•塩沢

※ 定期顎間伐を含めた諏査を行ない,中問誕衣は武験他の管理を主として行なう。
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11.全木集材の地力維持に及ぼす影響

t試験担当者

木榻土じょう部土じ1う肥料研究室長 杳本 衛ほか

北海道支埸造林部土じXう研究室長 原田 洗ほか

四国支埸士じXう研究室 岩川 旋幸ほか

2•試験目的

全木架材・によりひき起されると予想される地力の低下の智度を明かにするため全木集材による 

土壤の物理性•化学性の経年劉匕流亡養分依などの極資科を奇て,地方維持対策に資する。

3.昭和4 4年度の経過とえられた結果

。本 場

広葉樹の全木集材は,伐例時に大部分の枝葉が幹からはなれるため持出し畑は:俺少であるこ

とがわかった〇

柬京常林局,束京営林取滝ノ沢国有林について,試験地設定胸査を行なった。

丧水分の流亡涸杏のためのライシメーターについて検肘した。

〇 ：!満道支埸

全屛集材跡她«枝条散布区,無散布区を2回反復で設定した。

9 6年生のトドマツ天然林で全木集材にともなう養分持出信を次表のように計J5した。
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伐採後林址忙残る 

狡分•鏡34a

伐採Kよる券分

持出fit 印あ

全木集材 N 10 8 7 5 5 1

ら〇3 1 5 〇 6 8

k2 〇 5 5 1 4 0 5

cao 17 8 0 10 7 2

全辞集材 N 15 8 4 2 5 4

ら〇3 1 9 4 2 3

K? 〇 5 1 5 2 2 1

cao 2 2 2 4 6 2 9



〇四国支場

！全木集材試験地の設定

昭和4 3年,庭川常林署の国存怵に全木集材試験地を設定した。

試靜区は,枝条徐去炫と枝条放價区とし立孙条件ごとに設定した。

2.調査

譯杏の方法にしても規々問馬はあるが,土壤の流亡量の測定は,調査点A—！)問を1051 

巾の帯状と考え,これの中心上に鉄羅を張り地表而までの高さを測だし,ーヶ年後商び同一 

の位・形を!&定して,士世の暗亡如:を比較しょうとして調査をおこなった。結果については目 

下検討中であるe

4.昭和イ 5年度の試験計画

。本 埸

ライシメーターの源作,および林地への設95

持出し枝葉抵の測定,枝葉中の巻"析

土壇物理•化学性の調杳

枝葉持出し前の士境を諷賽する〇

着水分の流亡踽査

地表水•亜力水流亡貧,およびそれにより流亡する啓分娘を調査する。

〇北海狙支場

昨年度渺定した弑龄林で土壇の理化学性の変化を調査する。

〇 四国支場

1.洪験灿内の造林木の成長量濟杏および,前年同標土型の淀亡景の劉杏をおこなう。
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12.カラマツ幼令林にむける牧草導入

!試験担当者

経営都営農林牧野研究室長 井上楊一郎ほか

2•試験目的

未だ樹冠の疎開の大きい幼令造林地に人工草地を造成し,牧草類の長期多収を図るべく栖栽棵 

式を斐形し,刈取作業の難易および林木の生長におよぼす影響を知ろうとする。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

人工草扯については,利用4年目の収・址を6月,8月,10月の3回,自然京地については8 

月に1回測定し,また极度と草丈の渊定も行なった。牧草の収策は方形区が！Mあたり!7 t 

であったが,他の群状や列状区では21〜2 7 tを示した。カラマツの的«は引続き自然草址が 

高く,昨年度は5 〇皿の茬がみられたが,自然恭地においてはノネズミによる核害が15イにお 

よんだが,人工草她では1%に逐しなかった〇

4. 昭和4 5年度の試験計画

本年は扱終年にあたるので,草址施肥・段を滅らして,今後3〜5年間隔の定JV的な林木洲査に 

備える。本年も牧草類は3回にわたって収瓷を測定し,また牧基収機の終年のカラマツ生長状 

況を測定する。
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